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１． 古仁屋－与路間の状況 
2/15頃に若干の低下が見られますが、全期間を通じてほぼ安定した特性が得られています。
なお、2月下旬に実施した保守作業中は集計データに含めていません。 
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２． 古仁屋－池地間の状況 
こちらも、2/15頃に若干の低下が見られますが、アプリケーションを使用する上での問題
は見られません。また、保守作業中のデータは除いています。 
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３． その他のトピック 
KDDI株式会社は業務の一環として、途上国における通信環境の改善業務を行っています。
このたび、国際協力事業団（JICA）から途上国向けの遠隔教育の教材作成を受託し、CFO-SS
無線システムの技術解説やサザンクロスネットワークでの使用例を教材とすることにしまし

た。そのため、KDDI株式会社から 2名が現地を訪問し、古仁屋－与路間に設置している機
器の撮影を行うとともに、へき地診療所の伊瀬知医師、小田看護婦に実際の使用状況をお聞

きしました。今回撮影した映像やインタビュー内容は、日本における遠隔医療の実例として、

途上国過疎地における医療問題改善の一助にする予定です。 
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